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地域デザインフォーラム・ブックレットについて 

 
 大東文化大学と板橋区は 2000 年 5 月から地域連携研究「地域デ

ザインフォーラム」を始めました。これは、大学と行政が連携し

て、地域の政策課題を共同研究するものです。 
 研究期間は 2 年を 1 期としていますが、まず 2003 年度までの 4

年間は、「まちづくりとコミュニティ」、「高齢者福祉」、「地域産業

の活性化」の 3 つを課題として研究し、ブックレット No.1 から

No.8 までの 8 冊の研究結果報告書などを発行しました。 
 2004 年度からは研究課題を新しく「政策評価制度」（第 1 分科

会）、「産業振興ビジョン」（第 2 分科会）、「住民参加の促進」（第

3 分科会）、「コミュニティ・カレッジ」（第 4 分科会）の 4 課題と

し、2004 年度末に中間報告として No.9 から No.12 までの 4 冊の

ブックレットを発行しました。今回発行する No.13 から No.16 ま

での 4 冊のブックレットは、その後の研究結果も含め、4 分科会

の 2 年間の研究結果の全体をとりまとめたものです。 
 地域の課題に、行政だけでなく多くの方々が連携して取り組ん

でいくことの重要性はこれからも増していくと思いますが、私た

ちの地域デザインフォーラムの活動に関心を持たれる方々などに、

このブックレットが利活用していただければ幸いです。 
 なお、地域デザインフォーラムの活動の詳細は、次の大東文化

大学のホームページでご覧いただけます。 
  http://www.daito.ac.jp/gakubu/hougaku/itabashi.html  
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序文 

 

 21 世紀に入り、日本社会は歴史的、構造的な大転換期を迎え

ている。この構造変革の主要なキーワードは規制緩和であり、ハ

イテクノロジー、高度情報システム、グローバリゼーション、地

方分権、少子高齢、そして地球環境問題などである。このような

日本社会の変化のなかで地域社会を取り巻く環境も大きな変貌を

遂げ、対応の転換を迫られている。これからの地域社会の形成に

は、産学公民の連携による対応が不可欠である。 

 本書は、大東文化大学と東京都板橋区による地域連携研究であ

る地域デザインフォーラム第２分科会の研究員が、板橋区産業振

興構想策定検討会に委員（メンバー）として参加し、上述のよう

な視点に立って、板橋区産業振興構想の策定のにあたり、検討さ

れるべき課題や論点について調査研究を行った結果の報告である。

長引く不況にやや明るい兆しが見えたとはいえ、いまだ既存の製

造業や商業に明るい将来展望を抱きにくい状況に変わりはなく、

それが結果的に経済活動や生活の多方面に悪影響を及ぼしている。

そのようななかで、既存産業が置かれている状況や直面している

諸問題、地域資源を活用して描ける板橋区産業の将来構想につい

て検討を加えたものである。 

 本年度、板橋区は、今後おおむね 20 年後の将来像を想定した

新たな基本構想を策定した。そこでは、板橋区の将来の姿を「い

きいき暮らす緑と文化の町“板橋”」と描いている。この基本構

想は、区民一人ひとりの健康と生活を大事にするととともに、地

域のふれあいや産業の活力を手段として、安全でうるおいのある

まちづくりをめざすものである。とくに産業の分野においては、

「こころ豊かなふれあいと活力のあるまち（人びとの交流と活力

ある産業に支えられた地域社会）」を区が取り組む施策の方向と

して示し、具体的には、「産業が発展するまち」、「地域資源を生

かした新たな産業を創造するまち」の実現をめざしている。 

 板橋区は、古くから産業の盛んな都市で、現在でも工業は、従
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業者数、製造品出荷額、付加価値額において東京都 23 区中第２

位を占めている（2003 年工業統計）。また、東京都内でも有数の

工場集積地域であり、23 区のなかで随一の内陸部における工場

専用地域を有している。さらに、全国でも珍しい地区計画におけ

る産業育成街区も有している。 

 しかし、板橋区においても産業を取り巻く社会経済状況は、大

きな変化に遭遇している。板橋区内産業についていえば、次のよ

うな課題がある。 

 工業では、親企業、関連企業の生産機能の海外移転による集積

の低下、海外技術の向上等による競争激化、工場跡地へのマンシ

ョン建設による操業環境の悪化、企業の存続や技能継承を図るた

めの人材確保などである。商業では、池袋等の商業集積地への購

買力の流出、工場跡地等への大型店の進出による周辺商店街の売

上げの減少や客の流れへの影響などである。農業では、農地の保

全や確保、後継者難などの問題により、生産農家や農地の減少傾

向が続いている。 

 このような板橋区産業を取り巻く環境変化と課題に対応するた

め、2005 年４月、板橋区は、「板橋区産業活性化基本条例」を制

定し、産業の活性化の基本的方向を定めた。板橋区産業振興構想

は、板橋区産業の将来像を明確にし、産業活性化の方策を示すも

のである。また、板橋区基本構想に示された板橋区の将来の姿を、

産業の側面から実現する方策を示すものである（板橋区産業振興

構想策定委員会『板橋区産業振興構想』１頁より）。 

 本書は、「序文」、「第１章 構想の策定概要とゾーン別施策の

方向性」、「第２章 産業振興構想と新産業育成」、「第３章 板橋

区産業振興と都市計画」、「第４章 広域的展開による板橋区工業

の優位性」、「第５章 商店街を形成しない個人商店」、「第６章 

消費者から見た魅力ある商店街」、「第７章 地域経済の活性化と

産業政策」、「あとがき」によって構成されている。これら各章で

取り上げられた内容が板橋区産業振興構想の具体化にあたって参

考となれば幸いである。 

 




